
 

 

 

 

 

  

夏空が眩しい季節となりました。暑い中でも、衣服の着脱をしたり水分補給をしたりしながら、休み時間を楽

しく過ごしている子供たちです。 

先日は、わかば公開にお越しいただきありがとうございました。小集団の中での友達との関わりや、じっくり

と自分の気持ちに向き合って考えた時間など頑張りをぜひ褒め、今後も励ましていただけますと幸いです。 

夏休みまで残すところあと少しとなりました。２ステージもご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

 

 気持ちツリー（２～６年） 

 

ジェスチャーゲーム（１年） 

< お知らせ > 

＊個人面談について 

 7 月 2４日（月）より 5 日間（担当により、設定日が異なります）を予定しております。別紙をご覧くださ

い。ご都合に変更が生じましたら、担当までご連絡ください。 

＊２ステージの指導開始日 

２ステージのわかばの指導は、９月４日（月）から始まります。持ち物のご準備をよろしくお願いします。 

○気持ちを想像しよう ○気持ちについて説明しよう  

気持ちツリーは、いろいろな場面での気持ちを想像して、その気持ちを色で表し、木に塗っていく活動です。

授業の始めに「気持ちを表す言葉」を尋ねると、「嬉しい」「楽しい」「悔しい」「イライラ」「不安」「幸せ」な

どたくさんの言葉が出てきました。 

〈雨で体育の授業が中止になった〉という場面では、「残念」「怒り」「悔しい」という気持ちが大きい人もい

れば、「嬉しい」や「まあいいか」という気持ちが大きい人もいて、様々な色の気持ちツリーが完成しました。

同じ場面でも、人によって感じ方は違い、その理由も一人一人違うということが分かりました。この学習を通

して、学級やその他の場面でも人の気持ちを想像しながら行動する意識をもって生活してほしいと思っていま

す。 

○分かりやすいジェスチャーをしよう ○ルールを守ろう  

 配られたカードのお題の中から、自分ができそうなもの、相手に伝わりそうなものを選んでジェスチャーで

伝える活動を行いました。練習の際に、考えたジェスチャーをタブレットで撮影し、さらに分かりやすいジェ

スチャーにするための工夫をしました。みんなの前に出てジェスチャーを発表し、伝わったときにはとても嬉

しそうでした。言葉を使わない伝え方があり、生活の中でもジェスチャーが使われていることに気が付くこと

ができました。 

 わかばだより 

かがやきの様子 
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